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ノ、ビリテーリングの先駆岩たちから学ぶ!

~スウェーデン医系チームの現場から~

平成12年6月6日(火)に、スウェーデン大使館オーディ

トリウムに於いて、大使館でのレクチャーシリーズ第1回

目が開催された。スウェーデン南部スコーネ地方のハビリ

テーリングセンター総院長・マルガレータ・ニルソン氏

と作業療法土・河本佳子氏をお招き して、スウェーデン

のハビリテーリングの歴史や現状などについてお話し頂

いた。当日は、 ]ISS(当研究所英語略名)会長、また、今

回の講演会開催にあたり多大なご協力を頂いた、スウェ

ーデン大使館広報部報道参事官のカイ・レイニウス氏か

らもお言葉を項きスター卜した。会場には、医療現場で

勤務されている医師の方、福祉を学んでいる学生、障害を

持っている方、そして福祉問題に興味のある沢山の方々

にご参加頂き、実りある時間になったと確信している。

講演に先立ち挨拶をする

当研究所会長と、講演会

開催において多大な協力

を頂いたスウェーデン大

使館広報部報道参事官カ

イ・レイニウス氏
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1963年、福祉の誉れ高いスウェーデンを初めて訪れた

頃は、当時極めて貧しかった日本と較べ、 GNPといい

経済基盤がー桁遣うこともあり、むしろその差を当然と

してみていた記憶がある。

わが国はその後経済的発展をとげ、表面上の経済規模

は他の多くの国々に比して決しておとらない状態となっ

た。また、リハビリテーションについては40年前、その

言葉すら一般的には知られていなかったと乙ろと様変わ

りとはなっている。に もかかわらず今回示された分野で

のギャップは未だに大きい。

講演で小児に関連してISP、障害児とその家族への個

別的対応、の説明がなされた。主として、いわば作業療法

的立場からであったともいえようが、国情の差を含めて

わが国では同様のサービスの普及は未だになじんでいな

Lミ実態といえよう 。

ハビリテーリングにつき部分的に、全く個別的には本

邦でも対応可能で、あり、 実例もある。筆者の身近にも筋

ジストロフィーで、就学時に関係者を説得し、 一般校に

通学させ、専門学校卒業後コンビュータ一関連の会社に

就職し、自立歩行は不可能ながら自分の自動車運転で通

勤するまでの十数年間のフォロー、顕髄損傷で四肢麻簿、

両手足ともに実用的運動能力は失いながら定年までの就

業を含めて数十年間を全うした例などがある。ただし本

邦でのこれらはあくまでも個別の対応であり一般的では

ない。

また、リハビリテーションの技術的水準については他

にも米国その他に高いレベルがみられる。しかし、スウ

ェーデンで地域について組織化された形のいわゆるISP

の存在はこの分野にあって世界的にもまことに貴重なと

ころとLミえよう 。

日本の中で今考えるべきは、施政において国民生活上

の安心感をどの様に提供するかである。ひとつには大き

な因子として徴税についての考え方、処理の差もあろう 。

北欧では税率の高さはそれなりに受け入れられている。

介護保険が実施された現在、介護に対する 「リハビリ 安

一ションの前置Jについても更に浸透する必要があろ う。

医療チームの実例を講演で聞きながら、往時より将来

に向けての想いを新たにすることが出来た望外のータで

あった。(東海大学名誉教授村上恵一氏)

Individual Service Program (Isp)は、その名前の通り、

障害児とその家族の個別性を最も重要視した非常に実際

的で具体的な対処方法であると感じた。そしてそのチー

ムアプローチは職種間の垣根を取っ払ったところで行わ

れているため、情報伝達につきもののお役所的なロスが

なく、型にはまった階層構造もないように見受けられた。

その反面、チームメンバ一個々の裁量の広さと責務の大

きさも感じられた。患児やその家族を中心にすえた 「チ

ーム」という概念は、日本のリハビリテーションの理念

の中にも当然存在している。しかし日本の医療者は物理

的にも心理的にも病院という囲いを出て行動することに

あまり積極的ではないしイそうさせない組織の縛りが多

いことも否めない。その点スウェーデンでは、療育構造

として教師や行政担当者も含めたチームにおいて、パー



スウェーデン大使館オーデ

ィトリウムは満席となり、

沢山の参加者と共に有意義

な講演会となった

(写真左)OHPやスライドを

トナーシップを基盤にしたコミュニケーションが実践さ

れていることは素直に素晴らしいと感じた。患児やその

家族に対してハビリテーリングセンターに対する不満を

調査し、科学的に解析してISPのプログラムを開発して

いった過程は、患児がチームの主役であるという認識が

よく浸透していることを推察させるものであヲた。

講演の中で 「ブリース表という表意文字は世界共通で

あるjという話がされた。しかし少なくとも私の周囲で

は知っている人が皆無であった。恥ずべき事なのかどう

か?ブリース表が世界共通というよりも、年齢や人種、

文化に影響されず覚えやすいコミュニケーション手段と

いうものなのだろうと理解した。私の印象に残ったハビ

リテーリングの実例の一つは、ブリース表の便利さでは

なく、それを媒体として使い、障害児がコミュニケート

する環境を構築し、更に障害児と健常児にそれを共通言

語として持たせることで障害児がリーダーシッ プをとれ

るチャンスを与えた乙とであった。こういうシチュエー

ションなら日本でも現実的になるぞ、と感じた。

ISPが実践できているのはスウェーデンの法的、経済

(税制)的基盤があるか らには遣いないし、日本の行政

のなかでは現実的な胞策とは言えないのが実感だ。しか

しスウ ェーデン文化が 「障害児・者の人権確立と社会参

加」を障害者との対話の中で育くんでいる乙との素地と

なっているのならば、我々はISPを知る前にもっと文化

をしるべきだろうと感じた。(リハビリテーション科医

師 日原信彦氏)

講演内容は、

①スウェーデン南部マルメ地方の福祉とその歴史

②ISP (個人サービスプログラム)法の紹介

③スウェーデンハピ リテー リングセンター医療チームの

発展と質疑応答に大別されよう 。

①を聞いて、私なりに日本と比較すると、“福祉国家ス

ウェーデン"と言われるように日本とでは国状も国勢も、

自然条件も国際環境も、人種も歴史も、その他もろもろ

の点であまりに違いすぎる。敗戦より、経済復興を目標

に国際環境を生き抜いてきた日本と、福祉国家を目標に

長年発展できてきた国とでは、人間一人一人に対する権

利、保障という観点から国際性、社会的保障という面で

歴然とした違いがあることが理解できた。その 1つの例

として、講演の中で、日本からハビリテーリングセンタ

ーへ視察聞が訪問したとき、センター内にて重症と考え

られる小児患者が存在しないことに驚き、視察団のメン

ノfーより“本当の現状を見せて下さ Lゾという依頼があ

り、ハビリテーリングセンターの職員より、センター内

には日本で考えられるような重症患者は実際に存在しな

いことを知らされた、という事であった。

②のISP法とは、ハンディーを持つ子供やその家族を中

心に学校の先生、ヘルパ一、建築士、裁縫士、理学療法

士、作業療法士など、多人数によるチームを作り、それ

ぞれ専門家として重要な問題点に関して対策を見つけ出

すサービスプログラムのことをいう 。

このプログラムは、日本で今年4月より導入されてい

る介護保険法によく似ているもので、コンダクトパーソ

ンといわれるものが介護保険法のケアマネージャーに類

似しており、ケアーの中心となってプログラムを遂行す

る役目になっている。

③スウェーデンハビリテーリングセンターの医療チーム

の発展についての講話では、ハピリテーションは全て公

立で組織されており、障害者に対して公平に医療を受け

られるシステムになっていること。また学校や公共機関

と連携し障害者を受け入れる準備をしていること。つま

りバリアフリーに向けた社会環境整備や、教育面にも障

害を持たない子供たちから、障害者を隔離することでは

なく、同時に同じ場所で教育を受けることにより、精神

的にも障害者を受け入れる教育への体勢が築き上げられ

ている。

今回、介護保険制度導入に当たり、スウェーデンと日

本では、環境、教育、国勢、その他いろいろな点におい

てあまりにも違いすぎる印象である。スウェーデンでは、

いわば道のあるところに、車を走らせるが如く ISP法を

導入することができたが、日本においては、道が狭いに

もかかわらず、制度だけが先行し、車を走らせ、環境が

展示ホールでのコーヒープレイクは、参加者の情報交換の場で
もあった



整わないうちから無理矢理介護保険法という車を走らせ

たという現状だと思われる。とにもかくにも、日本も少

しずつ福祉に向けて動き始めたのではなかろうか。(横

浜リハビリテーション専門学校石黒圭応氏)

スウェーデンのハピリテーリングでは、障害児が、補

装具や、機器を乳児のころから使うことができ、食事や、

排池などの日常生活のためだけではなく、遊びができる

ような生活を楽しむための補装具も充実しています。こ

れらの補装具は、ハビリテーションセンター内の技術者

や、裁縫士などが、作業療法士と協力し、 一人一人に合

った補装具を提供するととができます。このように、個

人にあった補装具や、訓練を乳児のころから受けられる

ので、スウェーデンの障害児たちは重度な障害を持った

としても寝たきりを予防できるのです。

環境面では、自宅の環境を整えるだけではなく、学校

に入学する際には学校内をバリアフリーにして環境面を

整えるので、健康な子供たちと一緒に学校に通うことが

できます。

今回私は、スウェーデンの作業療法について講演を聞

いて、非常に驚きました。日本では、これから障害児を

特別学級ではなく、普通学級に入れようという動きが始

まったばかりで、授業でその話を聞いたときに理想の話

だと感じていました。その理想、がスウェーデンでは当然

のように行われており、障害を持った子供たちが生活を

楽しむことができるようにチームを組んで取り組んでい

ます。日本ではまだ、障害者が生活を楽しむには多くの

問題があり、そこまで対象者のニーズに乙たえることは

できないことが多いと感じます。

しかし、今回聞いたスウェーデンのハビリテーリング

は理想の話ではなく、現実にしてL功ミなければならない

と思いました。日本とスウェーデンは文化や習慣、制度

が違います。このハビリテーションをそのまま取り入れ

るのではなく、障害を持った人たちが「生活を楽しむ事」

ができるように、作業療法士は日本の特徴や良い部分を

活かして、他の職種とも連携を取りながら活動していか

講演会終了後も参加者の質問に答える講師のお2人

なければと思いました。

また、講演会や学会に多く参加して海外や作業療法に

関する情報を多く集めて作業療法に対する知識を深める

必要があると思いました。河本氏が講演会の中で「作業

療法士は、対象者の残っている可能性を活かして、対象

者と楽しむ事ができますJとおっしゃったことがとても

印象的で、作業療、法士の在り方を改めて教わった気がし (

ています。

この講演会で私は、多くの事を学ぶことができました。

この学んだことをこれからの勉強に活かし、 一緒に楽し

める作業療法士を目指して努力していきたいです。(横

浜リハビ リテーシ ョン専門学校望永和美氏)

私はスウェーデンに引きつけられ3度も行くことが出

来ました。その度に生きるエネルギーみたいなものを持

ち返り、現在の生活につながっていると確信しています。

今回の講演を聴いていて旅した時には分からなかったこ

とがよく分かり、やはり人の価値観の遣いを痛切に感じ

ました。まだまだ日本は(私も含めて)遅れているのだ

と思います…。(田中美千代氏)

講演会の内容が網羅されたブックレット(800円/送料込)

を作成しました。ご希望の方は、事務局までお間合わせ

下さい。

A Memory Concerning Bicentenary Celebration of C.P.Thunberg's Visit to Japan 

スウェーデン社会研究所33年の歴史の中で、私が常務

理事を勤めたのは、創設より約10年までの問でありまし

た。その中で最も感銘深く想い出される局面の一つにつ

いて記します。

今から224年の昔、 1776年、わが国当時の鎖国政策の下、

長崎・出島に居住を限られていたオランダ商館所属の医

師(植物学者)ツュンペリーが、日本各地の植物採集の志

を抱いて、宿願の日本列島東上旅行の好機を掴んで、箱

根の闘を越え、江戸城に参上して、 5月18日、十代将軍家

治に謁見を賜り、西洋の医学や科学技術の一端を披露し、

そのあと江戸に待機中の桂川甫周その他の蘭学者たちに、

本格的に西洋の医学・科学を伝授し、手術器具一式を残

して、やがて日本を去っていった歴史的大廻転の舞台に、

日瑞文化交流の原点は求められるのであろう。

しかも日本の植物学者たちは、当時すでに「本草学」

として適格な植物襟本などを整備しており、ツュンペリ

ーの分類学上の要請に応えうるような日本産の植物標本

のみやげを提供したのであ った。



それのみでなく、ツュンペリーの帰国後も、俊才の桂

川甫周などは、オランダ語による通信の仕事を怠らず、

その文化交流をば瞬発的なものに終らせぬ努力の跡を遺

しているのであった。

まさに当時すでに、 一方的な知識の流入だけではなく、

双互交流の実をあげた先人の栄ある歴史の道標が、ここ

にあったと讃えうるのである。

と乙ろで、ツュンペリーの長崎・出島への到着は1775

年(安永5年)8月のなかばであったので、昭和50年

(1975年)の頃になると、植物学史に関心のある学者の

中には、ツュンペリー来日200年記念の着想がそれぞれ

に浮かんだとしても不思議ではない。

わが国の植物分類学の分野での第一人者の中に数えあ

げても異論のないであろう方として、昭和天皇の御名を

想起できる。その学問の御相手役を長い間勤めてきた東

大名誉教授の原寛博士の語る所によれば、陛下は、今年

はこれこれの年に当るが、日本の学界では何かの企画を

考えているのか、という趣旨のお言葉があったそうであ

る。原博士は、いずれ植物学会の然るべき人びととも相

談してお答え申上ぐべき旨を言上し、夏休みも過ぎた頃

の機会を漠然と考えていたそうである。

さて「自然的呼応」というべきか、当時日本植物学会

会長であった林孝三博士の記す所によれば(林孝三「私

の研究履歴書一昭和植物学60年を歩む一J208ページ)、

「昭和50年 (1975年)10月1日の午前、スウェーデン大使

館のフリッソン報道官が 「スウェーデン社会研究所」の

河野道夫氏とともに早大の大隈会館に来られ…フリッソ

ン氏から 『ツュンペリー来日200年の記念行事を明春5月

18日の前後に開催したL寸 とて、日本植物学会の全面的

協力を願はれたのであった。

林会長は、賛成の気持ちを言外に表はしつつも、折し

も同日午後に聞かれる日本植物学会の常任評議員会に諮

った上での正式返事を約束して、フリッソンさんを送り

出した。

以後、誰にも異議なくこの企画は進行し、 11月14日に

は日瑞間の公式連絡会も聞かれ、行事計画の大綱が出来

ェーデンと私

私はストックホルム日本人会の機関紙 『ストックホル

ムjに寄稿する 『目指すべき福祉社会とは1の3回目の原

稿を書いていた。 1996年に4年振りにストックホルム大

学の 日本学科を訪れて、リンドベ ックa和田先生 (Prof.

Lindbeck-Wada)と懇談した後にそのご主人和田氏(スト

ックホルム日本人会会長和田俊之氏)からのご依頼によ

るものである。これは日本語で原稿を送ると、直ちにス

トックホルム大学の日本学科でスウェーデン語に翻訳し

両国の交流に役立てるので私は大変嬉しいのである。

スウェーデンと私との交流はかれとれ30年になるが、

上った。

その順調な協力を推進した原動力は、もとより、学祖

リンネーツュンペリーの抱いた植物学的理念と功績とに

あったであろうが、のちのちフリッツオン氏の語った所

によれば、日本側代表としての、林孝三会長の高僧のよ

うな風貌と、温厚篤実な人柄と、多年蓄積の科学技術的

学識とによるものであったとしても過言ではないであろ

うと。まったく私も同感である。

思うに植物学には、ことに植物分類学には、近代科学

的合理主義の冷厳さに侵蝕されぬ一種の宗教的安心立命

の境地が保守されているかの如くである。

昭和天皇は、側近がお庭の雑草を刈り取ると龍顔を曇

らされ、この世に「雑草」などないのだ、と戒められた

とのことである。

植物分類学以外では、人間の立てた賢しらな原理に従

って、評価・選別が行われる。しかるに分類学では、地

球上に生きる全ての植物は、まさにその美醜・強弱の評

価を超越して、おのおのその所を得、存在するものは存

在のままに貴重なのである。

そこでは学問と宗教とは重層、融合するかの如くであ

る。ここで、宗教というのは、もとより、偏狭独断の要

素が強いいわゆる新興宗教の類をいうのではない。昔か

ら祖先の生活文化の中に溶けこんできている大自然の生

命のエネルギーへの畏敬のごとき素朴で、おおらかな情緒

である。

スウェーデンの生活文化も乙の大自然畏敬の自然宗教

であり、日本の生活文化もこの大自然愛情の自然宗教で

ある。この両世界を結ぶ綱こそツュンペリーによって成

し遂げられた植物分類学の道であったと思われる。

「江戸参府随行記」

C.P.ツュンペリー著 高橋 文訳
86版/408頁/2，900円 (税別)/平凡社

本書は、 C.Pツュンベリーの i1770年から
1779年にわたるヨーロッパ、アフリカ、アジア
旅行記J(1788-1793)の日本に関する部分を、
スウェーデン語原著から翻訳したものである。

文教大学名誉教授菊池幸子
Prof.Emeritus of Bunkyo University Sachiko Kikuchi 

これを4期にわけで考えてみることにする。(1)福祉学

習とスウェーデンへの留学、 (2)ストックホルム滞在と

ストックホルム大学就任の時期、 (3)帰国後のスウェー

デンご無沙汰時代。(4)再び親密な交流の現在。スウェ

ーデン社会研究所は、これら4期を通して陰に陽にスウ

ェーデンとの交流を授け、支えてくれたことを明記し、

ここにお礼申上げたい。

(1)福祉学習とスウエーテーンへの留学

教育社会学を専攻してすでに教授のポストを得ていた



私が、福祉国家スウェーデン視察に出かけたのは1969年

の夏であった。日本の民社党の推薦によってスウェーデ

ン社民党に歓待され、この国で 『福祉社会』を本格的に

学ぼうと決心したのである。留学となればスウェーデン

語が必要となる。スウェーデン語に参加したのがスウェ

ーデン社会研究所と私との関係の始まりであった。大学

の講義の合間に通う慌しい学習であったが、現在の私の

スウェーデン語の基礎を、スウェーデン社会研究所で習

得したのである 。当時の講師は石渡先生、今は亡きニ

ル ・オヴ・ペテシ ョン先生など懐かしく思い出される。

1年間の語学研修の後、ストックホルム大学の国際大学

院では社会福祉を専攻し、本格的にスウェーデン福祉を

学んだ。

(2)ストックホルム滞在とス トックホルム大学就任の時期

『日本の学者のなかでは珍しくスウ ェーデン語をマス

ターしたからjとの理由で、ストックホルム大学の人文

学部日本学科で教鞭をとったのは、 1975年から77年の3

月までであった。当時のスウェーデンでは、福祉国家か

ら福祉社会への移行期というべきか、 高福祉高負担への

国民の批判も少なからず、社会問題も頻発していた。社

会学的に福祉体制の分析をするには好都合とばかり、大

学で日本語と日本社会の制度・文化を講義するかたわ

ら、 青少年問題や高齢者福祉の現場調査に明け暮れたの

である。また着任早々、日本大使館の指示によって作っ

た日本人学校(国際補修学校)の初代校長も勤めたが、

すでに20周年を迎えたとの報告を受けて、私が、スウェ

ーデンに残した足跡として嬉しい思い出となっている。

この間ス ウェーデン社会研究所との交流は、文通によ

る情報交換のほかにストックホルムの私宅をご訪問頂い

たことである。故西村理事長、高須先生、内藤先生、河

野さんたちとのストックホルムでの歓談は懐かしい思い

出である。とくに内藤先生はかなり長期滞在をなさった

ので、ご家族ともども親交を深めることが出来、いまに

続いているのは嬉しい。

( 3)スウェーデンご無沙汰時代と再び親交のいま

スウェ ーデンの福祉研究に油ののった私は77年に帰国

して、自の回るような多忙な時期を迎えた。 当時から日

本に押し寄せた高齢化の波への対応が急務となり、高齢

者福祉の原稿書き、講演、現地調査に追われた。いっぽ

う臨時教育審議会をはじめ引き続く政府関係の審議会等

に参加しスウェーデン訪問のチャンスも得られず、約10

年間のご無沙汰が続いた。しかし第二の故国と決めたス

ウェーデンへの親近感は絶ち難く、スウェーデン大使館

ないしスウェーデン社会研究所の行事に参加してその文

化を吸収していた。

この間 『福祉社会はスウ ェーデンばかりでなL寸 とい

う国内の批判に答えて、オーストラリア、イギリス、ア

メリカへとフィールドワ ークを重ね、 『世界の高齢者文

化一家族 ・住まい・ケアを通した国際比較J(中央法規

出版、 1998)となったのである。

スウ ェーデンと再び交流の深ま っている私の、スウ ェ

ーデン社会研究所に望むのは、時代の流れに逆らわず運

営のスタップは交替しでも、いつまでも日瑞交流の不変

のシンボjレであって省大しいということである。

議 17世紀の戦艦ヴア}サ号模型贈呈式を見て ~I長
17世紀に世界最大最強の船艦として建造されたスウェ

ーデンの木造帆の戦艦ヴァーサ号の20分の1モデルを1人

の日本人宮下俊夫氏(泉創建エンジニアリング)が、 20

年かけ、精密に復元、製作したのがこのほど完成しスウ

ェーデン国王に寄贈した。

6月16日在日スウェーデン大使館において、クムリ

ン・駐日スウェーデン大使に引渡され、同大使館のロビ

ーにそのまま展示し見学に供されることとなった。

ヴァーサ号は悲劇の戦般として有名で、1628年7月に完

成、 8月に進水しそのまま転覆、沈没した。そして、 333

年後に引上げられその後30年かけ考古学者や造船技術者

によって遺留品や船体を原型のまま再生、復元、保存す

ることに成功した。水中考古学の成果だ。水ぶくれした

樫の木の船体から水抜きしつつポリエチレングリコール

を17年かけて除々にしみこませる等の作業を歳月と努力

と知力を傾け復元させ、巨大な船体をほぼ昔のまま(船

体の長さ47.5m幅、 11.7m、10枚帆、 1，210tのマスト3本)

ストックホルム市内に展示されている。

沈没の原因は、建

造を命じたアドルフ

国王によって究明さ

れようとしたが、遂

に今日でも原因不明

謎となっている 。

300年以上も海底に

あって原型や船内の

美術品、生活用品も

保存されたのは、バ

ルト海が塩分少な ヴァーサ号模型と 7ムリン・駐日スウ工
、ン大使。後方右端が寄贈者・宮下俊夫氏

く、ふなくい虫がい

ない、水温が低い、沈没が戦闘でも難波でもなく静かに

30数メートルの海底に沈んだことが理由と思われる。

在日スウェーデン大使館又はストックホルムへ行って

この船の謎を考えてみては如何。

スウ ェーデンアドルフ王は沈んだお陰で未来に素晴ら

しい物を遺された。(池田冨士太記 ・F吋itaIkeda) 



法人会員 報

.東京FM

TFMが続ける“地球環境問題を意識し自覚させる"番

組は、 EARTHCONSCIOUS 1地球を愛し、感じるここ

ろ」というスローガンをかかげ、 1990年にスター卜した。

目的は20代を核としてオピニオンを形成し、社会にメッ

セージを発信することで、感動と共感のネットワークを

築くことにある。この活動を始めてから11年になるが、

毎年4月22日のアースデーには、世界同時中継 IWeLove 

Music， We Love the E紅白jが放送され、今年はJFNの全

国36のFM局をはじめ、海外22ヶ国、計322局が参加した。

同時に、毎月一回、幸田シャーミンをコメンテーターに

特別番組を放送し、 WEBにIVoiaofEARlli CONSCIOUSJ 
(URL htt:p:/ /www.位n.co必/EC/)が開設されている。番組

あてに、皆様からのご意見をお寄せください。

最近のテーマは、「東京の星空J(7/7)、「沖縄・石垣島白

保サンゴ礁J(6/2)、「東京の山、東京の海J(5/5)、「自転

車に乗ろうJ(4/7)、「春を告げる虫たちJ(3/3)など。放送

時聞は、毎月第一金曜、 5時から。τDKYOFM 80.0 MHz。

。東海大学平和戦略国際研究所

1986年創設。ストックホルム国際平和研究所と協力し

て、 SIPRI年鑑を出版してきたが、最近は、世界のさま

ざまな紛争問題を対象とし、外部の人材も招いて研究会

を行い、その成果としての出版活動を続けている。

組織は、大学から離れた法人直轄の機関で、専任研究

員は10名。ともに東海大学で教鞭をとり、またはとって

いた者で、外務大臣や外務政務次官経験者、紛争地域で

NGO活動を実践して居るもの、マスコミ、言論界出身

者など多才である。

.東海大学北欧研究会

同一学校法人傘下の東海大学・北欧文学科 (2001年よ

り北殴学科に改組)、北海道東海大学・北方圏文化学科

(1999年新設)の教員を軸に、広く工学から政治経済、

医学、福祉、看護、国際交流などの分野の両大学教職員

有志による研究会。

6月3日(土)。札幌コンサートホールkitaraの会議室にお

いて、北海道東海大学工学部上瀧賓教授による 「北殴の

大学における情報教育jについての講演を聞き、パイプ

オルガンと弦楽カルテットの演奏を聴く 。

6月28日(水)。東海大学湘南校舎において、ストックホ

ルム大学の鈴木賢志教授による「スウェーデン経済一最

近の動向」、北海道東海大学川崎一彦教授の「北欧にお

ける産業クラスターと環境対策」の講演が行われた。

(JISSとの共催)

.....................................、..........

本作のキャンペーンのため、ロッタちゃんを演じたグ

レテ・ハヴネショルド(現在14歳)ちゃんが、スウェーデ

ンより来日しました。 6月24日には、恵比寿ガーデンシネ

マにて舞台挨拶が行われ、会場には、沢山のロッタファ

ンが集まりました。グレテちゃんは、初めての日本への

長旅のお疲れも見せずに、既にプロとしての風格さえ感

じられました。

グレテちゃんの最も想い出深いシーンは、いつも子供

扱いされ早く大人になりたいロッタちゃんが夕立の雨の

中、牛の糞の上で叫ぶシーン。との撮影日はとても寒く

夏服のグレテちゃん以外、他のスタップは全て厚着をし

ていたそうです。また、撮影当時は5歳だったというこ

ともあり、遊ぶ時聞がなくごねた事もあったそうです。

ロッタちゃんといつも行動を共にしているパムセ (1へ
ンテコなブタ」という兄のヨナスに、ロッタちゃんは「パ

ムセはぶたくまなの!Jという可愛いシーンがあります)

については、撮影時に3つ作ったうちの1つを今でも家で

大事に保管しているとの事。ロッタちゃんの愛らしいイ

メージそのもののグレテちゃんは、今、乗馬に夢中で、

スウェーデンに帰って愛馬に会う事を楽しみにしていま

した。 SFヌが盛んな映画界の中では、乙の作品は物足り

ないかも知れません。しかし、見終わった後に「のほほ

ーん」と木漏れ日の様な温かさが感じられる作品であり、

それはスウェーデンだからこそ、だとも思います。

[写真上]スウェーデンでは、子供映

画はほとんど子供しか見ないので、

集まった 10~40代の観客にグレテち

ゃんは少し驚き。グレテちゃんのお

母さん(右横)も、スウェーデンから

同行し、撮影中のエピソードを語る

[写真右]映画の中でも常に一緒だっ

たお気に入りのぬいぐるみ・バムセ

と共に。14歳のグレテ ・ハヴネショ

ルドちゃん
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2000年10月5日~

2001年2月3日(土)

秋学期 (102回目)
スウ工ーテ、ン語講座開講

s‘ Boo 

また、「スウェーデン・トラベルガイド」と題した特別講座も開

講予定。全講座の詳細は、事務局までお問合せ下さい。
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]155 EVENT SCHEDULE • 
1 1月10日(金)
大使館でのレクチャーシリーズVo1.2!

「情報はjじかう」
-情報先進国・北欧に学ぶ11-

いま、IT(情報技術・InformationTechnology)とpうIf，

語をTVや新聞・雑誌で目にしない日はないでしょう。このIT

は社会の変革をもたらす魔法の杖といえるのではないでし

ょうか?なぜ北殴で情報化が進んだのか、また、日本にとっ

て学ぶべき乙とが多々あると思います。北欧の情報化の進

展状況を日本と比較してお話しして頂く絶好の機会です。

日時 :11月10日(金)18 : 00-20 : 30 

(コーヒーブレイクあり)

場所:スウェーデン大使館オーディトリウム

講師:上瀧賓氏(北海道東海大学情報システム学科教授)

参加費:会員無料/非会員2，500円

定員:先着100名まで

「四月の雪 APRILSNOースウ工ーテ‘ンの
俳句百旬日本の俳句百句」

カイ・ファルクマン、清水哲男 選

小86判、244頁/2，520円(送料・税込)/

2000年5月29日 日本・スウェーテsン「司時発売

国ご注文・ご購入に関するお問合せ (株)トランスアー

ト市谷分室 T el :03-3266-4698Fax:03・3266・2499

.内容に関するお問合せ 「本とコンビュータ」編集室

Tel:03-3266-4270 

スウェーデン、日本から選り抜きの感性を集めた俳句ア

ンソロジー。厳選されたこ百句の俳句が、それぞれの

国の心、風土をった，(る文化の架け橋となりました。

1 1月18日(土)

「スウ工ーテ、ン・エコロジ、力ルな暮らし」
一自分5しく生きるために一

スウェーテゃンは日本より色々な面において優れていると言っ

ても過言ではありません。しかし、私達はそんなスウェーデン、

を美化し過ぎている事も否めません。 93年よりスウェーデ、ン

南部に在住のアキコ・フリッド氏を講師にお迎えして、環境

問題、遺伝子組み換え食品、男女平等、そして避妊用ピル

に関するトピックを中心に、スウェーテ守ンの “真"の現状をお

話し頂きます。日本、スウェーデ、ンとに拘らず、地球に住む人

間としての生きるヒントをご紹介します。

日時 :11月18日(土)13 : 00-15 : 30 

(コーヒーブレイクあり)

場所 :]ISS事務局内イベントルーム

講師 :アキコ・フリッド氏

参加費:会員無料/非会員500円

定員 :先着50名まで
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~t:I&"・・.ヲ.<<の仰_.. の・ヵー陸、ζ.".騎亀 -
.. ・金偽.寄もとに航喰.~f>~τ_oた相a・0・.1'.6-.

「北欧音楽入門i
大東省三著/四六判、248頁

/1，70O円(税別)/

2000年6月10日発売

北区k音楽に魅せられて50余

年、この分野で随一の著者

が、北陸kの作曲家、演奏家、

そして愛する北欧の風土に

ついて縦横に語る。

事軍務廊 よ〈り

平成12年度臨時総会開催のご案内

平成12年9月28日(木)午後2時よtり、霞ヶ関ビ

}l.--33階において、臨時総会を開催致します。

ご多用の折とは思いますが、万障お繰り合わ

せの上、会員の皆様にはご出席いただきますよ

うお願い申し上げます。 *上記とも皆様のご参加をお待ちしております*

The Japan Institute of Scandinavian Studies J1 惜附肌……)は閃悶一ス対肋たウkか工「一SSC∞ρ K………g肺吋……k附……h帥…b吋…h即………一1叩削一…一B引刊…一1川市一H帥山m叩 matsucho.Minato-k…T川…ky刷ω山……yド川巾一1叩叩…D閃叩5叩∞

干引105，心0013 東京都港区浜松町1ト-8-ぺ1川(株)科学新聞社内5F

TEL:03-5776-1835 FAX:03-5776-1836 E-mail:jiss99@tkg.a世ne.jp
URL http://www.sci・円ews.co.jp/SW巴den/
月曜日~土曜日(水、白、祭日休)1 O : 30~ 1 7: 30 Mon to Sat (Wed，Sun，Holiday close) 

• 


